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岩 手 県 沖 合 域 に お け る 底 生 性 魚 類 群 集 構 造 後 藤 友 明

199 8年 に岩 手 県沖 合 域 の 大 陸棚 縁辺 か ら上 部 大 陸棚 斜 面 の5 5地 点 で 実施 した 着底 トロー ル 調 査 で 採 集 され た1 8 ,90 5

個 体 の魚 類 を用 い , 調 査 地 点 問 の種 組 成 の類 似 性 に基 づ く ク ラス ター 分 析 を行 った 。 そ の 結 果 , ニ ジ カ ジ カ, ミギ ガ

レイ を優 占種 とす る ク ラ ス タ ー , タ ラ科 魚 類 を優 占種 とす る ク ラス タ ー , お よび イ トヒキ ダ ラ, キチ ジ, イ ラ コ アナ

ゴ, カ ンテ ン ゲ ン ゲ を優 占種 とす る ク ラ ス タ ー が 認 め られ た 。 そ れ ぞ れ の ク ラス ター は , 水 深 帯 , 水 温 い ず れ も大 き

く異 な っ てお り, 水 深 帯 に沿 っ て , 異 な る優 占種 に よ り構 成 され る 3 つ の群 集 か ら成 り立 って い る こ とが 明 か とな っ

た。 ま た , タ ラ科 魚類 が優 占す る群 集 で は, ス ケ トウ ダ ラが成 長 に伴 って 生 息水 深 帯 を変 えて い る こ とが示 唆 され た。

岩 手 水 技 セ 研 報 , 3 . 1 ～ 8 (2 0 03 )

飼 育 密 度 が エ ゾ ア ワ ビ稚 貝 の 成 長 に 及 ぼ す 影 響 の 遺 伝 学 的 検 討 小林 俊将

飼育密度と成長の関係に影響を与える遺伝的要因の有無を知るために, 雌 3 個体 と雄 2 個体の総当た り交配により

作出した 6 つの交配組のエゾアワビHaliotis discus hannai 稚貝を, 3 段階の飼育密度で, 配合飼料を充分与え, 65

日間飼育して成長 を比較した。いずれの交配組も飼育密度が高 くなると殻長の瞬問成長係数は低下した。殻長の瞬間

成長係数に対する交配組と飼育密度の二元配置分散分析の結果, 交配組 と飼育密度の相互作用に有意性はなく, 1 つ

の交配組の殻長の瞬間成長係数がすべての飼育密度において他の交配組よりも有意に高い値を示 した。これ らのこと

から, 成長において飼育密度の影響を受けにくい系統の作成は容易でない と考えられた。

岩手水技セ研報 , 3 . 9 ～15 (2003)

ワ カ メ に 寄 生 す る カ イ ア シ 類 の 1 種 Am en ophi a orientali s (通 称 タ レ ス ト リ ス )

の 生 態 の 解 明 西 洞 孝 広 ・山 口 正 希

養 殖 ワカ メ に寄 生 被 害 をお よ ぼす 小 型 甲殻 類 の 1 種Amenophia orientali s (通 称 タ レス ト リス ) の生 態 を飼 育 実

験 に よ り調 べ た。 観 察 の結 果 , ワカ メ以 外 の海 藻 類 数 種 の摂 餌 が確 認 され た が , い ず れ も生 残 率 は低 か っ た。 タ レス

トリス は, 5 ～ 1 5℃ の水 温 で は定 期 的 に産 卵 した が , 水 温 2 0℃ で は 産 卵 周 期 が 不 規 則 で , お よそ 2 か 月 後 に産 卵 しな

くな った 。 産 卵 周 期 は水 温 が高 い ほ ど短 く, ふ 化 した幼 生 が生 体 に な るま で の期 間 も水 温 が 高 い ほ ど短 か った 。 ノー

プ リウス 幼 生 は, あ らか じめ親 が葉 片 を か じっ て 開 け た 穴 か ら穿 孔 ・寄 生 し, 自力 の み で は 穿 孔 で き ない と推 測 され

た 。 天 然 ワカ メ流 失 期 に 出現 した, 体 内 に油 滴 が見 られ る成 体 を2 0℃ で飼 育 した 結 果 , 活 動 を休 止 し, そ の後 少 な く

とも 3 か月 以 上 飢餓 状 態 で生 存 した 。 ま た, 活動 休 止 す る まで の 時 間 は暗 くて適 当 な付 着 場 所 が あ る場 合 に短 か っ た。

以 上 の結 果 か ら, タ レス トリス の 成 体 は産 卵 を停 止 し飢 餓 状 態 で活 動 を休 止 して 越 夏 す る も の と推 測 され た 。

岩 手 水 技 セ研 報 , 3 . 17～ 2 4 (2 00 3 )



麻 ひ 性 貝 毒 に よ る 貝 類 の 毒 化 機 構 に 関 す る 研 究 関 口 勝 司

フ ィー ル ドにお い て麻 ひ 性 貝 毒 原 因 藻類 とホ タテ ガ イ の 毒性 の 動 向 を詳 細 に調 べ た と こ ろ, 原 因 藻 類 とホ タテ ガ

イ 毒性 との 間 に は時 間 的 な ズ レが み られ る こ と, 毒 化 した ホ タテ ガ イ の毒 性 が原 因藻 類 消 滅 後 に上 昇 す る こ とな ど,

従 来 の 知 見 で は説 明 不 可 能 な 現 象 を観 察 した 。 そ こ で これ らの 現 象 を給 餌 実 験 に よ り検 討 した とこ ろ , 給 餌 初 期 に

は 給餌 量 を上 回 る毒 量 が 検 出 され る こ と, 給 餌 終 了 後 に無 給 餌 で飼 育 を続 け る と一 度 減 少 した毒 量 が 再 び 回 復 す る

こ と を認 め た。 これ ら の事 実 は , ホ タテ ガイ の体 内 で 毒 成 分 が成 分相 互 の変 換 だ けで な く, m o l数 の 変 動 を伴 う変

化 を 受 けて い る こ とを 示 唆 した。 そ こ で さ らに , 毒 化 した ホ タ テ ガ イ を用 い て, 毒成 分 と ホ タ テ ガイ 生 体 成 分 との

関 わ りに つ い て 調 べ た と こ ろ, タ ンパ ク と結 合 した 毒 成 分 の存 在 を 認 めた 。 貝 類 の 毒化 現 象 は, 原 因 藻 類 の 毒 が食

物 連 鎖 に よ り貝 類 に移 行 ・蓄 積 され る とい う単 純 な も の で は な く, 貝 類 の 生 体 成 分 と毒成 分 との結 合 , そ して そ れ

か らの 毒 の 遊 離 とい う過 程 を 含 む複 雑 な も の で あ る こ とが示 唆 され た 。 岩 手 水 技 セ 研 報 , 3 . 2 5～61 (20 03 )

大 船 渡 湾 に お け る 二 枚 貝 お よ び マ ボ ヤ の 麻 ひ 性 貝 毒 に よ る 毒 化 状 況

加賀新之助 ・関 口 勝司 ・佐藤 繁 ・児玉 正昭

大船渡湾で養殖 されたホタテガイなど6 種生物の麻ひ性貝毒による毒化状況についてH P L C 法により調べた。 6

種の中で毒蓄積 レベルが高いのはホタテガイおよびムラサキイガイであ り, 低 レベルのものはマガキおよびアカガ

イであった。原因プランクトン消滅期の 4 週間以内の毒の除去率を比較 したところ, イワガキおよびマガキが高 く,

アカガイおよびホタテガイで低かった。蓄積 された毒成分は, G T X1 + 4 およびG T X 2+ 3 が主要成分をなし, これ

らに少量のC 1+ 2 およびST X 群が混在 していた。生物種による毒の蓄積 レベルの高低, あるいは蓄積 された毒の除

去率の高低 と, 各生物の毒成分組成 との関連は特に認め られなかった。 岩手水技セ研報, 3 . 63～70 (2003)

ツ ノ ナ シ オ キ ア ミ の 加 工 技 術 開 発 今 野 智 也 ・宮 田 小 百 合

岩 手 県 沿 岸 で 漁 獲 され る 付加 価 値 の低 い ツ ノナ シ オ キ ア ミか ら高 付 加 価 値 食 品 を 開発 す る た め に, 季 節 変 動 を 含

め た成 分 分 析 か ら原 料 特 性 を把 握 し, 特 徴 を生 か した加 工 品 を試 作 して加 工 特 性 を 明 らか に した 。

ツ ノナ シオ キ ア ミは漁 期 の初 期 に対 して 後期 で は平 均 体 長 が1. 3倍 に , 平 均 体 重 が2 .8倍 に成 長 した。 一 般 成 分 は ,

成 長 に伴 い水 分 が 減 って 脂 肪 が 増加 す る の に対 し, タ ンパ ク質 と灰 分 は ほ ぼ 一 定 で あ っ た。 8 0℃ 以 上 , 3 0秒 以 上

の煮 熟 で 原料 の黒 化 を防 止 で きた 。 乾 燥機 を用 い て水 分 を10 % 前 後 に乾 燥 させ るに は , 5 ℃ の冷 風 乾 燥 で 約 72時 問 ,

70℃ の 熱風 乾 燥 で 約 8 時 間 要 した 。 天 日乾 燥 で は ,1 0時 間 で 水 分 量 1 5 % だ っ た 。 生 の ま ま乾 燥 した 場 合 は不 快 な 臭

い が あ る が , 煮 熟 して か ら乾 燥 した もの は濃 い ピ ン ク色 を呈 し, 不 快 な臭 い もな か った 。 ツ ノナ シ オ キ ア ミ粉 末 を

製 造 す る 際 に は , 水 晒 しま た は 酢 酸 晒 し をす る こ とに よ り臭 い を軽 減 で きた 。

カ ロ チ ノイ ドは 乾 燥 に よ り減 少 した が , 5 ℃ で 乾燥 した もの は他 に比 べ 減 少 が 小 さか っ た 。 ツ ノナ シ オ キ ア ミの

乾燥 品 お よび 粉 末 を保 存す る 際 , 2 0℃ で は カ ロチ ノイ ドが 減 少す るが, 一2 5℃ , O ℃ で は ほ とん ど減 少 しな か っ た 。

佃 煮 の原 料 と して は , 生 の ツ ノナ シ オ キ ア ミが 乾 燥 した も の よ り適 して い る と思 われ た 。

岩 手 水 技 セ 研 報 , 3 . 7 1～8 1 (20 0 3)


